
□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 博物館事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

文化財保護課 事業名 博物館管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 722 施策 文化財の保存と活用

72,906 410,736 152,330
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

博物館管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　吹田市公共施設（一般建築物）個別施設計画に基づき、エレベーター改修工事を実施した。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行いながら、臨時の休館措置を講じることなく開
館を継続した。
　開館日数
　　令和２年度…202日、令和３年度…234日、令和４年度…288日
　利用者数
　　令和２年度…7,457人、令和３年度…12,514人、令和４年度…14,658人

決算額
　(千円)

事業概要

調査研究、収蔵保管、公開展示

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

【調査研究】
　調査研究の成果は、企画展示、講座、展覧会図録、館報、博物館だより等の刊行物において
公表した。
【収蔵保管】
　新規収蔵資料に対する燻蒸を２回行い、また、館内の害虫棲息状況や浮遊菌等の環境モニ
ター調査を２回実施し、博物館資料に対する適正な保管状態を維持した。
【公開展示】
　特別展や企画展を５回開催した。合わせてデジタルコンテンツとして関連講演会等の動画８
本を新たに公開し、展示内容を補足するバーチャル・ミュージアムを博物館ホームページに掲
載した。その他、千里ニュータウン入居開始60年に合わせ、ニュータウン情報館と連携して巡
回写真展「私たちの千里ニュータウン」を実施した。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　開館から30年以上が経過し、建物に付随する各種
設備の老朽化が進行しており、施設の機能を維持す
るために設備の更新、補修が引き続き必要である。
また、施設管理の業務プロセスの改善のため、包括
管理業務委託の導入を検討している。
　展示等でデジタルデバイスを活用するため、博物
館にWi-Fi環境を敷設することや、増加する博物館
資料の収蔵施設確保が課題となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

吹田市公共施設（一
般建築物）個別施設
計画に基づき、整備
を進める。

2
所管
室課

文化財保護課 事業名 博物館展示等事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　吹田の歴史学習の拠点としての機能を高めていく
ため、常設展示の大規模リニューアルが課題であ
る。令和９・10年度の大規模改修（予定）に合わ
せ、新規収集資料の蓄積、調査研究の成果や最新の
学術的知見を取り入れた展示内容に更新し、デジタ
ルデバイスの活用や、数多く所蔵している西村公朝
氏の作品を公開するなど、より魅力的な博物館を目
指していく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

今後も最新の市民
ニーズの把握に努め
る。

所管
室課

事業名

11,487 15,477 14,244
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

95.2 95.1 92.6 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 文化財保護事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

文化財保護課 事業名 旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）保存活用事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 722 施策 文化財の保存と活用

27,166 128,465 56,416
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

59.8 16.6 49.6 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館）保存活用

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　建物について、建築以来初となる大規模な保存修理及び耐震補強の工事に着手した。
　また、所蔵資料の調査研究等を進めるとともに、新型コロナウイルス感染症の影響による人
数制限及び保存修理工事の実施に伴う公開範囲の制限を行いながら、週３日（水・土・日）、1
日３回、予約制による一般公開を実施した。
　
　入館者数
　　令和２年度…137人、令和３年度…96人、令和４年度…147人

決算額
　(千円)

事業概要

旧西尾家住宅大規模修繕基金積立

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　寄附金総額
　　令和２年度…5,533,270円、令和３年度…5,644,000円、令和４年度…367,000円
　寄附件数
　　令和２年度…19件、令和３年度…19件、令和４年度…12件

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　平成28年度から平成29年度にかけて耐震診断を実
施した結果、大規模な解体修繕が必要と判断され
た。その後の自然災害により多大な被害を受けたこ
とから、被害実態や令和元年発足の旧西尾家住宅修
理専門会議での検討結果を踏まえて、令和２年度以
降約10年をかけて大規模修繕を進めていくことと
し、令和４年度には建物本体の保存修理工事に着手
した。文化財建造物の工事であり、想定外の不測の
事態の発生による工事の遅れ、工事期間中の観覧等
や工事終了後の活用が検討課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

大規模修繕を円滑に
進めるため、工事の
進捗管理に努める。

2
所管
室課

文化財保護課 事業名 旧西尾家住宅大規模修繕基金積立事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　令和２年度から実施している旧西尾家住宅大規模
修繕の財源確保を目的に、平成31年４月に旧西尾家
住宅大規模修繕基金を設立した。今後とも広く基金
への寄附を募り、財源確保に努める。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

市報・HPを活用し広
く基金への寄附を募
る。

3
所管
室課

文化財保護課 事業名 旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館）保存活用事業

5,534 5,644 403
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

0.0 0.3 8.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

14,781 14,410 32,636
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

99.9 99.8 99.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

旧中西家住宅（吹田吉志部文人墨客迎賓館）保存活用

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　国登録文化財として保存と活用を図るため、新型コロナウイルス感染症の影響による人数制
限を行いながら、市民ボランティアの協力のもと、週３日（水・土・日）、1日３回、予約制に
よる一般公開を実施した。
　雨漏りが起きるなど特に屋根瓦及びその下地の傷みの激しい勘定部屋屋根葺替修繕を行っ
た。
　また、令和４年度から旧中西家住宅保存活用計画の策定作業に着手した。（令和５年度末策
定予定）
　入館者数
　　令和２年度…430人、令和３年度…499人、令和４年度…1,096人
　春の特別公開
　　令和２年度　実施期間…令和２年４月２日～令和２年４月７日、入館者数… 34人
　　令和３年度　実施期間…令和３年４月３日～令和３年４月11日、入館者数…134人
　　令和４年度　実施期間…令和４年４月２日～令和４年４月10日、入館者数…187人
　秋の特別公開
　　令和２年度　実施期間…令和２年11月21日～令和２年11月29日、入館者数…203人
　　令和３年度　実施期間…令和３年11月20日～令和３年11月28日、入館者数…198人
　　令和４年度　実施期間…令和４年11月22日～令和４年11月30日、入館者数…218人

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　令和元年度の耐震診断の結果、母屋棟、旧木小
屋、内蔵で耐震性能の目標値（安全限界時層間変形
角1/15rad.以下）を下回っているため、将来的に耐
震対策工事が必要であり、その結果を踏まえ、令和
４年度から２年をかけて策定中の（仮称）旧中西家
住宅保存活用計画により、具体的な補強案を決定す
る予定。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

令和４年度から令和
５年度にかけて保存
活用計画の策定を進
める。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/2



□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

4
所管
室課

文化財保護課 事業名 文化財保護事業

事業概要

施策コード 722 施策 文化財の保存と活用

管理事業 文化財保護事業 所管部局 地域教育部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

15,982 13,568
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

91.7 93.6 92.3 □
市民ニーズ、
社会的役割

文化財調査、文化財公開・啓発、文化財保存・活用、吹田学事始め

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

　埋蔵文化財については開発等に伴う調査を実施し、調査報告書等作成のために年間を通じて
整理を行ってきた。
　国史跡七尾瓦窯跡・府史跡吉志部瓦窯跡工房跡などの教育委員会で管理する史跡等文化財を
適正に管理するとともに、文化財説明板の設置・修繕等の文化財保護に関する普及啓発活動を
推進するなど、文化財の保存、活用を図ってきた。また、指定や登録文化財については、補助
金交付により所有者等の保護活動や保存会等の団体による伝統行事の保存・育成活動を支援
し、これらを通じて市民の地域を愛する心や地域文化の醸成につなげてきた。

　開発工事等に伴う埋蔵文化財等調査件数
　　令和２年度…75件、令和３年度…107件、令和４年度…117件

決算額
　(千円)

12,464

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　埋蔵文化財調査は大半が民間の開発に伴い実施さ
れるものであり、それに適切に対応するための体制
整備が重要である。また、事業者等からの埋蔵文化
財包蔵地の照会について、市民サービスの向上と事
務手続きの簡素化・効率化による業務プロセスの改
善を図るため、遺跡地図情報を電子化し、WEB上で
公開する等の取組を行う必要がある。
　文化財の保護については所有者等の協力が不可欠
であり、その啓発の必要性が高まっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

人材育成を図りなが
ら、調査・啓発活動
及び所有者等への支
援を実施する。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/2


